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お も な
イベント
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	3日㈰	 �第３回霧島市水産まつり／時間：午前10時～午後２時／場所：

日当山温泉公園（隼人町東郷1613-2）
	 	 問＝林務水産課  ☎（64）0938
10日㈰	 �霧島神宮斎田御田植祭／時間：午前９時～正午／場所：霧島神

宮斎田（霧島田口2608-5）
	 	 問＝霧島神宮  ☎（57）0001
24日㈰	 �鹿児島神宮御田植祭／時間：午前８時～ 11時／場所：鹿児島神

宮（隼人町内2496-1）
	 	 問＝鹿児島神宮  ☎（42）0020

県内の遺跡から出土した埋蔵文化財を紹介する
南日本新聞の連載記事「古

いにしえ

の美術品」。その考古資
料70点を一挙に展示します。考古学とは異なった
美術的な見方や、視点を変えると見えてくる、さま
ざまな用途・形の面白さなどを楽しめます。
◦�期間＝８月26日（日）まで

◦�休園日＝毎週月曜、祝日の場合はその翌日
◦�時間＝午前９時～午後５時
◦�入場料＝小学生以上150円～ 310円
※�県内在住の70歳以上の人、小中高生（土日・祝日）
は無料。年齢を確認できる物が必要。
�問＝上野原縄文の森  ☎（48）5701

埋蔵文化財の新たな魅力に触れる企画展
展示している埋蔵文化財を紹介する記事

2020年10月
第75回国民体育大会、
第20回全国障害者
スポーツ大会
鹿児島県で開催
霧島市でも
10競技が会場に

女子サッカー

全国に先駆け壺（つぼ）形の土器を作り始めていた南九州
の縄文人。上野原遺跡の７６７点の重要文化財を代表す
る出土品です。（県立埋蔵文化財センター）　　　　　➡

双子壺 縄文時代（約7500年前）

霧島市・上野原遺跡古の美術品
いに しえ

上野原縄文の森  第51回企画展



教育費

霧
島
市
の
平
成
29
年
度
の
予
算

編
成
は
、
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
の
活
用
に
よ
り
総
合
計
画
と
予
算

を
連
動
さ
せ
、
行
政
の
効
率
化
・
合

理
化
を
一
層
推
進
し
、
喫
緊
の
課
題

に
的
確
に
対
処
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
し
た
。

「
霧
島
市
ふ
る
さ
と
創
生
総
合
戦

略
」
に
掲
げ
た
施
策
を
切
れ
目
な
く

展
開
す
る
た
め
の
事
業
な
ど
を
盛
り

込
み
、
総
額
５
６
０
億
３
千
万
円
の

「『
霧
島
・
元
気
な
ふ
る
さ
と
再
生

予
算
２
０
１
７
』
～
飛
躍
の
年
、
新

た
な
る
挑
戦
予
算
!!
～
」
を
編
成
し

ま
し
た
。

平成29年度の
予算収支状況等を
お知らせします

『地方自治法第243条の３第１項』および
『霧島市「財政事情」の作成及び公表に関する条例』の規定に基づき、

平成29年10月１日から平成30年３月31日までの財政事情について公表します。

そ
の
後
、
新
規
事
業
の
追
加
や
事

務
事
業
費
の
確
定
な
ど
に
伴
い
、
累

計
で
57
億
９
０
３
１
万
４
千
円
の
補

正
予
算
を
編
成
。
最
終
予
算
額
は
６

１
８
億
２
０
３
１
万
４
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
一
般
会
計
の
予
算
現
額
に

対
す
る
平
成
30
年
３
月
31
日
現
在

の
収
支
状
況
は
、
歳
入
で
86
・
２
％
、

歳
出
で
78・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
行
財
政
運
営
は
、「
霧
島

市
行
政
改
革
大
綱
」「
霧
島
市
経
営

健
全
化
計
画
」
な
ど
に
沿
っ
て
適
切

に
運
営
し
て
い
ま
す
。
縮
減
す
べ
き

市
債
残
高
や
確
保
す
べ
き
基
金
残
高

は
同
計
画
に
お
け
る
数
値
目
標
を
達

成
し
て
お
り
、
財
政
状
況
は
お
お
む

ね
健
全
性
を
確
保
で
き
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
や

刻
々
と
変
化
す
る
社
会
・
経
済
情
勢

に
よ
り
、
歳
入
確
保
に
関
す
る
先
行

き
は
不
透
明
で
す
。
さ
ら
に
、
平
成

28
年
度
か
ら
地
方
交
付
税
の
合
併
特

例
措
置
の
段
階
的
縮
減
が
始
ま
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
行

財
政
改
革
を
引
き
続
き
積
極
的
に
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
市
政
運
営
に
お
き
ま
し
て

も
、
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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＝
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政
課
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64
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９
１
７

◎一般会計

平成29年度の財政状況 （平成30年3月31日現在）
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民生費 衛生費土木費公債費総務費 その他農林水産業費

◎企業会計

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金・利益剰余金などで補てんしています。

歳　　　　入
区　　　分 予　算　現　額 収　入　済　額 予算構成比 収入率
市 税 156億9,622万円 156億9,241万円 25.4% 100.0%
地方交付税 150億5,596万円 150億5,596万円 24.3% 100.0%
国庫支出金 92億7,902万円 82億1,644万円 15.0% 88.5%
市 債 51億6,900万円 1億6,510万円 8.4% 3.2%
県 支 出 金 48億3,972万円 32億3,321万円 7.8% 66.8%
繰 入 金 29億8,617万円 26億2,696万円 4.8% 88.0%
繰 越 金 20億7,531万円 20億7,531万円 3.4% 100.0%
そ の 他 67億1,891万円 62億3,394万円 10.9% 92.8%
歳 入 合 計 618億2,031万円 532億9,933万円 100.0% 86.2%

市税 その他繰越金県支出金国庫
支出金

地方
交付税

繰入金市債

◎特別会計

※収入済額が支出済額に対して不足する額は、他会計からの繰替運用により措置しています。

財産の状況および市債の借入状況の一人当たり現在高は、平成30年3月31日現在の
住民基本台帳人口125,755人で除して算出したものです。

◎財産の状況

会　計　名 予　算　現　額
歳　　　入 歳　　　出

収入済額 収入率 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 184億8,520万円 147億 588万円 79.6% 166億8,813万円 90.3%

後 期 高 齢 者 医 療 13億6,146万円 12億9,830万円 95.4% 13億5,235万円 99.3%

介 護 保 険 109億6,567万円 101億6,625万円 92.7% 98億 29万円 89.4%

交通災害共済事業 2,066万円 2,067万円 100.0% 1,290万円 62.4%

下 水 道 事 業 21億1,337万円 4億6,585万円 22.0% 11億 620万円 52.3%

温 泉 供 給 7,219万円 7,077万円 98.0% 5,821万円 80.6%

区　分 現　在　高 一人当たり現在高

土　地
（うち市有林）

3,663㌶
（2,011㌶）

0.029㌶
（0.016㌶）

建　物 907,868㎡ 7㎡

基　金

259億4,302万円 206,298円

内
　
　
　
訳

財政調整基金
98億9,879万円

78,715円

減債基金
18億8,694万円

15,005円

特定建設事業基金
24億8,352万円

19,749円

その他基金
116億7,377万円

92,829円

有価証券 2億3,150万円 1,841円

会　計　名
収　　　益　　　的 資　　　本　　　的

収　入 収入率 支　出 執行率 収　入 収入率 支　出 執行率

水 道 事 業
予算額 23億7,329万円

101.4%
19億5,658万円

89.9%
  300万円

100.0%
17億9,667万円

82.7%
執行額 24億 533万円 17億5,874万円   300万円 14億8,527万円

工業用水道事業
予算額 2,898万円

94.6%
2,898万円

86.3%
3,000万円

96.0%
3,240万円

93.8%
執行額 2,741万円 2,501万円 2,880万円 3,040万円

病 院 事 業
予算額 52億2,239万円

99.7%
52億2,199万円

97.1%
   0万円

0.0%
5億2,150万円

95.2%
執行額 52億 671万円 50億6,906万円    0万円 4億9,672万円

◎市税などの状況
科 　 　 　 　 目 予算現額 収入済額 収入率

市 民 税 64億6,750万円 64億 966万円 99.1%

固 定 資 産 税 73億5,472万円 74億 918万円 100.7%

軽 自 動 車 税 4億 450万円 4億2,245万円 104.4%

市 た ば こ 税 8億6,000万円 7億8,817万円 91.6%

入 湯 税 1億円 1億 8万円 100.1%

都 市 計 画 税 5億 950万円 5億6,287万円 110.5%

国民健康保険税 26億4,020万円 20億9,844万円 79.5%

合 　 　 　 　 計 183億3,642万円 177億9,085万円 97.0%

（公営企業会計を除く）◎市債の借入状況
借　　入　　先 借入金現在高 一人当たり現在高

財 政 融 資 等 278億 928万円 221,138円

郵 貯・ 簡 保 資 金 22億9,124万円 18,220円

地方公共団体金融機構資金 92億7,602万円 73,763円

市 中 銀 行 72億5,757万円 57,712円

そ の 他 87億7,280万円 69,761円

合 　 　 　 計 554億  691万円 440,594円
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※出納整理期間…前年度の３月31日までに確定した債権債務について、現金の未収入や未払いの整理を行うための期間。

◎�市の会計（企業会計を除く）は、法律により※出納整理期間（４月１日～５月31日）が設けられていますので、その期
間の終了後に決算額が確定します。

歳　　　　出
区　　　分 予　算　現　額 支　出　済　額 予算構成比 執行率
民 生 費 225億5,628万円 205億9,476万円 36.5% 91.3%
総 務 費 96億2,985万円 59億2,388万円 15.6% 61.5%
教 育 費 77億6,739万円 52億4,968万円 12.5% 67.6%
公 債 費 73億9,968万円 71億 366万円 12.0% 96.0%
土 木 費 39億7,020万円 20億7,231万円 6.4% 52.2%
衛 生 費 37億8,883万円 24億4,723万円 6.1% 64.6%
農林水産業費 25億7,875万円 17億4,916万円 4.2% 67.8%
そ の 他 41億2,933万円 34億5,102万円 6.7% 83.6%
歳 出 合 計 618億2,031万円 485億9,170万円 100.0% 78.6%

◀◀◀市からのお知らせinformation
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◀◀◀市からのお知らせ

市職員などが地域を訪問し、市民の皆さんに市政へ
の理解を深めていただくための講座です。地域、グルー
プ・団体などで、ご利用ください。

⃝�対象＝市内に在住または通勤・通学している10人以
上のグループ・団体

⃝�日時＝平日・休日を問わず、午前９時～午後９時の
間で２時間以内（12月29日～１月３日を除く）

⃝�場所＝市内に限る
⃝�講師料＝無料
⃝�申込方法＝講座を開催しようとする日の14日前まで

に、所定の用紙で申し込みください。ご希望の日程
で開催できない場合がありますので、各講座の担当
課に事前にご確認ください。

※�出前講座メニュー一覧と申込用紙は、国分シビック
センター総合案内、秘書広報課、社会教育課、隼人
地域振興課、各総合支所地域振興課などにあります。
市ホームページからもダウンロードできます。

�問・�申＝秘書広報課  ☎（64）0955

平成30年度　出前講座メニュー一覧

霧島市出前講座
＝問い合わせ先　 ＝申し込み先

№ 講　座　名 担当課名 № 講　座　名 担当課名
1 情報公開制度・個人情報保護講座 総務課 31 障がい者差別解消講座 長寿・障害福祉課
2 防災講座 安心安全課 32 成年後見制度を利用しませんか 長寿・障害福祉課
3 交通安全教室 安心安全課 33 国民健康保険講座 保険年金課

4 ちょっとした工夫で変わる広報
（情報）誌の作り方 秘書広報課

34 後期高齢者医療講座 保険年金課
35 国民年金講座 保険年金課

5 市の家計簿 財政課 36 食育と地産地消講座 健康増進課
6 公共施設マネジメント講座 財産管理課 37 健康講座 すこやか保健センター
7 市税講座 税務課、収納課 38 農林水産業講座 農政畜産課
8 霧島市ふるさと創生総合戦略 企画政策課 39 多面的機能支払交付金事業講座 耕地課
9 行政改革講座 企画政策課 40 消費者トラブル対処法講座 商工振興課
10 指定管理者制度講座 企画政策課

41 学生のための
消費者トラブル対処法講座 商工振興課

11 男女共同参画入門講座
～みんな違ってみんないい～ 企画政策課

42 消費生活サポーター講座 商工振興課
12 見過ごさないぞ！ＤＶ・虐待講座 企画政策課、子育て支援課 43 森林セラピー講座 観光課
13 ストップ！セクハラ講座 企画政策課 44 市内観光講座 観光課
14 みんなで乗ろう！コミュニティバス 地域政策課 45 ジオパーク講座 霧島ジオパーク推進課

15 おじゃんせ霧島移住者大応援
（移住定住）講座 地域政策課

46 道路整備講座 土木課
47 安心・安全な住まいづくり講座 建築指導課

16 統計講座 情報政策課 48 都市計画講座 都市計画課
17 市民（地域）活動支援講座 市民活動推進課 49 土地区画整理事業講座 区画整理課
18 薩摩義士の講座 市民活動推進課 50 議会の仕組み講座 議会事務局議事調査課
19 ストップ！地球温暖化講座 環境衛生課 51 なくそう、いじめ講座 学校教育課
20 生活排水対策講座 環境衛生課 52 小中学生の心の発達講座 学校教育課
21 生物多様性推進講座 環境衛生課 53 人権ってなに？講座 社会教育課
22 ごみの分別収集・リサイクル講座 環境衛生課 54 KYT（危険予知トレーニング）講座 社会教育課
23 部落問題とは？講座 市民課 55 家庭教育講座 社会教育課
24 ニュースポーツ体験講座 スポーツ・文化振興課 56 歴史文化講座 社会教育課
25 更生保護講座 保健福祉政策課 57 学級PTA運営講座 社会教育課
26 高齢者福祉・介護保険講座 長寿・障害福祉課 58 情報モラル講座 メディアセンター
27 障害福祉講座 長寿・障害福祉課 59 水道早わかり講座 水道管理課、水道工務課

28 認知症講座
（認知症サポーター養成講座） 長寿・障害福祉課

60 下水道講座 下水道課
61 応急手当講座（AEDなど） 消防局警防課

29 介護保険
ボランティア・ポイント制度講座 長寿・障害福祉課

62 防火講座 消防局予防課
63 選挙出前授業（小学校・中学校・高校） 選挙管理委員会事務局

30 障がい者虐待防止講座 長寿・障害福祉課
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Topic of kir ishima city まちの話 題

太
平洋戦争で市内の特攻基地から飛び立ち戦死
した隊員427人の慰霊と平和を祈念する慰霊

祭が４月22日、国分の特攻碑公園と溝辺町の上床公
園であり、県内外から遺族ら約200人が参列しました。

特攻隊員戦没者を慰霊

福
山小学校の５、６年生11人による黒酢仕込み
体験が４月19日、福山町の宇都醸造であり、

原料の米こうじ、蒸した玄米、湧き水などを入れる
作業や、熟成年数が異なる黒酢の味比べをしました。

福山小の黒酢仕込み体験

森の中に美術作品150点

ハンド中学男女が全国で躍動

ア
ートで地域おこしを目指す「ひとづくりフォ 
ーラムよこがわ」が４月14日、15日に横川町

上ノの古民家で、陶磁器や水彩画など約150点の美
術作品を屋内外に展示する催しを初開催しました。

第
13回春の全国中学生ハンドボール選手権が３
月に富山県氷

ひ
見
み

市で開催され、市内の中学生
を中心に結成された霧島クラブの男女両チームが初
出場。男子が準優勝、女子が3位の成績を収めました。

書写書道の全国大会で
市内の児童3人が上位入賞

昨
年６月から今年１月にあった書写書道の全国
大会で市内の児童３人が上位入賞しました。

受賞したのは写真左から、日本武道館書写書道大展覧
会で会長賞、全国学生書き初め展覧会で文部科学大
臣賞の国分小６年・長澤美

み
日
ひ

菜
な

さん、全日本書初め大
展覧会で日本武道館会長賞の向花小６年・若松晄

あき
来
ら

さ
ん、全国ひらがな・かきかたコンクールと全国硬筆コ
ンクールで文部科学大臣賞、日本武道館書写書道大展
覧会で理事長賞の日当山小５年・南郷真

ま
結
ゆ

さんです。

市ホームページに掲載している「ま
ちの話題」にも、市内の出来事を
紹介していますのでご覧ください。



県
教
育
委
員
会
で
は
、
１
月
に

県
内
全
て
の
公
立
小
学
５
年
、
中

学
１
・
２
年
を
対
象
に
「
鹿
児
島

学
習
定
着
度
調
査
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
調
査
は
、学
力
の「
基

礎
・
基
本
」
を
問
う
問
題
と
実
生

活
の
中
で
知
識
を
活
用
す
る
力
な

ど
を
問
う
「
思
考
・
表
現
」
の
問

題
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
結
果
の
概
要

⃝
�

霧
島
市
の
小
学
校

小
学
５
年
（
現
６
年
）
で
は
、

※

通
過
率
が
国
語
以
外
の
４
教
科

で
県
の
平
均
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

特
に
社
会
は
こ
こ
数
年
、
県
平
均

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

⃝
�

霧
島
市
の
中
学
校

中
学
１
年
（
現
２
年
）
で
は
、

国
語
以
外
の
４
教
科
が
県
平
均
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。

中
学
２
年
（
現
３
年
）
で
は
、

全
て
の
教
科
で
県
平
均
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
、
県
平
均
を
下

回
っ
た
国
語
と
数
学
に
改
善
が
見

ら
れ
ま
す
。

■
教
育
委
員
会
や

　
学
校
の
取
り
組
み

こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
、
次

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

◦�

自
校
の
学
力
の
実
態
を
基
に
し

た
学
力
向
上
プ
ラ
ン
を
各
校
で

作
成
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て

授
業
の
改
善
に
全
職
員
で
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
学
期
ご
と

に
学
力
向
上
プ
ラ
ン
の
振
り
返

り
を
行
い
、
改
善
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
。

◦�

自
分
の
考
え
を
持
ち
、
仲
間
と

話
し
合
う
中
で
考
え
を
深
め
、

自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
る
授
業

を
行
い
ま
す
。

◦�

「
ほ
め
る
運
動
」
を
推
進
し
、

自
己
肯
定
感
を
高
め
、
夢
や
志

を
持
っ
て
、
粘
り
強
く
努
力
す

る
姿
勢
を
育
て
ま
す
。

■
家
庭
へ
の
お
願
い

◦�

家
庭
学
習
に
集
中
で
き
る
よ
う

に
、
ゲ
ー
ム
や
通
信
機
器
な
ど

の
使
い
方
に
つ
い
て
家
庭
で
約

束
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

◦�

「
早
寝
」「
早
起
き
」「
朝
ご
飯
」

を
実
践
し
、
規
則
正
し
い
生
活

習
慣
を
心
掛
け
る
よ
う
に
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

◦�

子
ど
も
が
自
信
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
良
さ
を
見
つ
け
、

積
極
的
に
褒
め
て
く
だ
さ
い
。

◦�

新
入
生
に
配
布
し
た
「
き
り

し
ま
っ
子
立
志
十
年
カ
レ
ン

ダ
ー
」
を
活
用
し
、
夢
や
目
標

を
話
題
に
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ�

ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。

◎�

＝
学
校
教
育
課
☎（
64
）０
７

０
７

※�各設問ごとに正答した児童生徒の数を、調査実施児童生徒
数で除したもの。

小学５年（現６年）の全体の通過率

中学１年（現２年）の全体の通過率

中学２年（現３年）の全体の通過率
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50.753.3
60.562.8

54.5 55.1
62.663.3

63.9
58.4 57.1 59.959.0

46.746.3

61.2 59.8

70

70

国語

国語

国語

社会

社会

数学

数学

理科

理科

英語

英語

社会 算数 理科

市 県

（％）

（％）

（％）

木野田　安男
霧島地区担当

（国分）
今村　浩一

前
農
業
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
５
月
７
日
、
新
た
な

農
業
委
員
が
市
長
か
ら
任
命

さ
れ
ま
し
た
（
任
期
は
５
月

１
日
か
ら
）。
平
成
28
年
の

法
改
正
に
よ
り
、
公
選
制
か

ら
市
長
の
任
命
制
に
変
わ
り
、

委
員
の
数
は
37
人
か
ら
19
人

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
法
改
正
に
よ
り
、
担

当
地
域
で
活
動
す
る
「
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
以

下
推
進
委
員
）」が
新
設
さ
れ
、

５
月
７
日
に
21
人
が
農
業
委

員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

両
委
員
と
も
担
い
手
へ
の

農
地
の
集
積
・
集
約
、遊
休�

農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

新
規
参
入
者
の
促
進
な
ど
、

農
家
と
の
話
し
合
い
を
通
じ
、

農
地
利
用
の
最
適
化
を
進
め

ま
す
。
農
業
委
員
は
農
地
法

な
ど
の
許
認
可
権
を
有
し
、

推
進
委
員
は
こ
の
権
利
が
無

い
点
で
異
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
委
員
も
任
期
は

３
年
で
す
。
農
地
に
関
す
る

相
談
は
事
務
局
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

＝
農
業
委
員
会
事
務
局

☎（
64
）０
９
２
９

杢
もく

田
た

　正人前島　広
ひろ

紀
のり

岩元　広幸
国分地区担当国分地区担当 溝辺地区担当

谷山　忠憲
福山地区担当

槐
げ

島
じま

　睦夫 西代　秀子

重葊　加代子
国分地区担当

濵田　康男
国分地区担当

米永　与志也
隼人地区担当

西　芳朗 西村　裕明
牧園地区担当 牧園地区担当

平原　敏郎
隼人地区担当

宮園　稔
牧園地区担当

大山　茂美
（福山）

福岡　安行 八重尾　直
ただ

亮
あき

福山地区担当

東鶴　昭雄
（横川）

福山地区担当

常盤　信一
（国分）

迫田　良信
牧園地区担当

二
に

月
がつ

田
だ

　努
（溝辺）

田代　一友
（霧島）

弓
ゆ

削
げ

　弘美
横川地区担当

今川　 信
（国分）

長﨑　惠里子
（牧園）

森田　勝美
溝辺地区担当

（隼人）
山之内　悟
（国分）

下久保　久己
溝辺地区担当

（福山）

松下　さえ子
（隼人）

小
こ

原
ばる

　常
つね

治
じ

横川地区担当

今吉　耕
こう

己
み

（溝辺）

中園　真一
（霧島）

植木　克征
溝辺地区担当

山田　久
ひさ

治
はる

霧島地区担当

（隼人）
中村　優

まさ

志
し

（溝辺）
今𠮷　藤雄

（牧園）
間世田　惠

（溝辺）
笹峯　久雄

（横川）
岡村　勝敏

農業
委員会
委員

農地利用
最適化
推進委員

19人

21人

（任期３年）
（敬 称 略）

（任期３年）
（敬 称 略）

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

＝問い合わせ先

霧島市の
農業委員会委員、
農地利用最適化
推進委員
が決定

会長 会長代理
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◀◀◀農業委員会からのお知らせ ◀◀◀市からのお知らせ



霧島市国分下井2363-4  TEL 0995-45-8211
http://www.koagas-n.co.jp

南日本ガス株式会社　国分工場
霧島市国分広瀬2125-77  TEL 0995-47-5211
http://www.minaminihongas.co.jp

国分支店
炎の先端テクノロジー

国分に広がるタウンガス

これまでも これからも お客様と共に

広
　
　
　
告

『　　　　　　　  』にお任せください！でんき

申し込
み

好評受
付中 電　　気 は

ガスと電気の
ご使用でおトクな

セット割引

電気代の 節約 お手伝いします 詳細はホーム
ページで 霧島市役所求む、 職

員申込期間：一般事務Ａ（短大卒以上）、臨床心理士、保健師＝６月１２
日（火）まで、一般事務Ｂ（高卒程度）、一般事務ふるさと創生枠、土木
技師＝７月９日（月）～２３日（月）、消防吏員＝７月１３日（金）～８月１７日（金）

霧島市　採用試験 検索

お
知
ら
せ

防
災
行
政
無
線
の

屋
外
放
送
に
理
解
を

防
災
行
政
無
線
は
、
緊
急
情
報

を
伝
達
す
る
た
め
に
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
を
使
っ
て
24
時
間
い
つ
で
も

放
送
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
火
災
が
発
生
し
た
際
に

は
、
消
防
団
を
招
集
す
る
た
め
の

サ
イ
レ
ン
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

か
ら
は
、
そ
の
ほ
か
に
次
の
放
送

を
行
い
ま
す
。

◦�

気
象
警
報
な
ど
の
発
表
に
伴
う

注
意
喚
起

◦�

避
難
勧
告
な
ど
の
発
令
情
報

◦�

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
の
緊
急
情
報

◦�

行
方
不
明
者
の
情
報
提
供
の
呼

び
掛
け

◦�

試
験
放
送
な
ど

◎�

＝
安
心
安
全
課
☎（
64
）０
９

９
７
、
消
防
局
情
報
司
令
課
☎

（
64
）０
１
１
９

自
然
災
害
で
建
物
な
ど
が

被
害
を
受
け
た
ら

大
雨
、
台
風
な
ど
の
自
然
災
害

で
建
物
な
ど
が
被
災
し
た
と
き
に

行
う
保
険
請
求
の
際
、
加
入
先
の

保
険
会
社
か
ら
罹り

災さ
い

証
明
書
の
提

出
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。罹

災
証
明
は
、
被
災
原
因
を
特

定
で
き
た
場
合
の
み
発
行
で
き
ま

す
。
申
請
に
は
、
被
災
直
後
の
状

況
が
分
か
る
写
真
（
日
付
け
入

り
）
が
必
要
で
す
。
罹
災
証
明
の

申
請
を
行
う
可
能
性
が
あ
る
場
合

は
、
必
ず
写
真
を
撮
っ
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

※�

落
雷
に
よ
る
被
害
は
、
被
害
の

状
況
が
外
観
か
ら
は
判
断
し
に

く
く
、
故
障
原
因
の
確
認
が
困

難
な
た
め
、
罹
災
証
明
書
を
発

行
し
て
い
ま
せ
ん
。
保
険
請
求

の
際
は
、
保
険
会
社
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◎�

＝
安
心
安
全
課
☎（
64
）０
９

９
７
、
隼
人
地
域
振
興
課
、
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

実
施
状
況
の
公
表

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
は
、

市
の
重
要
な
政
策
の
計
画
案
な
ど

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
公
表
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
意
見
を
求
め
、

そ
れ
を
考
慮
し
て
意
思
決
定
を
行

う
手
続
き
を
い
い
ま
す
。
平
成
29

年
度
の
実
施
状
況
は
右
表
の
と
お

り
で
す
。

◎�

＝
秘
書
広
報
課
☎（
64
）０
９

５
５

離
職
し
た
人
の
国
民
健
康

保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

倒
産
・
解
雇
な
ど
で
離
職
し
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
雇
用
保
険
の
受

◀◀◀市からのお知らせ

も
居
住
し
て
い
る
住
宅

◦�

県
な
ど
が
指
定
し
た
災
害
危
険

区
域
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
に
あ
り
、
区
域
が
指
定
さ
れ

た
と
き
に
人
が
住
ん
で
い
た
、

ま
た
は
建
築
中
で
あ
っ
た
住
宅

⃝�

対
象
経
費
＝
移
転
の
た
め
の
住

宅
の
除
却
、
新
た
な
住
宅
の
新

築
・
購
入
の
た
め
に
金
融
機
関

か
ら
借
り
た
お
金
の
利
子
相
当

分
（
ど
ち
ら
も
限
度
額
あ
り
）

に
係
る
経
費

◎�

＝
建
築
住
宅
課
☎（
64
）０
７

３
４

給
手
続
き
を
す
る
と
、
国
民
健
康

保
険
税
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

⃝�

対
象
＝
雇
用
保
険
の
特
定
受
給

資
格
者
ま
た
は
特
定
理
由
離
職

者
（
離
職
日
時
点
で
65
歳
以
上

の
人
は
対
象
外
）

⃝�

軽
減
期
間
＝
離
職
日
の
翌
日
か

ら
翌
年
度
末
ま
で
の
国
民
健
康

保
険
加
入
期
間

⃝�

必
要
な
物
＝
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
（
原
本
）、
印
鑑

◎�

�問・�申
＝
税
務
課
☎（
64
）０
８
８�

４
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

が
け
地
近
接
等

危
険
住
宅
移
転
事
業

が
け
地
の
崩
壊
な
ど
に
よ
り
生

命
に
危
険
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る

区
域
か
ら
自
宅
を
安
全
な
場
所
に

移
す
た
め
の
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。
平
成
31
年
度
に
移
転
を
考
え

て
い
る
人
は
、
６
月
８
日（
金
）ま

で
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⃝�

対
象
＝
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
も
の
。

◦�

昭
和
46
年
8
月
31
日
以
前
に
が

け
地
の
近
く
に
建
設
さ
れ
、
今

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

■
物
件

⃝�

所
在
地
／
地
目
＝
国
分
重
久
字

樋
渡
５
９
６
番
３
（
重
久
駐
在

所
跡
地
）
／
宅
地

⃝�

地
積
＝
２
３
２
・
67
平
方
㍍

⃝�

建
物
＝
な
し

⃝�

最
低
売
却
価
格
＝
４
０
８
万
円

■
入
札

⃝�

日
時
＝
６
月
27
日（
水
）午
前
10

時
か
ら

⃝�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
行
政
庁
舎
本
館
４
０
１
会

議
室

⃝�

申
込
方
法
＝
入
札
参
加
申
込
書

を
財
産
管
理
課
に
提
出

⃝�

申
込
期
限
＝
６
月
19
日（
火
）

⃝�

決
定
方
法
＝
最
低
売
却
価
格
以

上
で
最
高
価
格
の
入
札
者
に
決

定
⃝�

入
札
保
証
金
＝
入
札
金
額
の

５
％
以
上

⃝�

契
約
＝
落
札
後
14
日
以
内

⃝�

入
金
＝
契
約
締
結
後
30
日
以
内

に
全
額
納
入

※�

詳
細
は
、
財
産
管
理
課
で
配
布

す
る
入
札
説
明
書
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

＝
財
産
管
理
課
☎（
64
）０
８

５
０

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

＝問い合わせ先　 ＝申し込み先

案件名 募集期間 担当課 提出
意見数

意見
項目数

回答
項目数

霧島市ごみ減量化・資源化基本方針（案） 平成29年3月10日～平成29年4月10日 環境衛生課 1 2 2

霧島市火災予防条例一部改正（案） 平 成29年9月1日 ～ 平 成29年9月30日 消防局予防課 0 0 0

霧島市行政改革大綱（案） 平成29年9月25日～平成29年10月20日 企画政策課 0 0 0

第二次霧島市総合計画基本構想（案） 平成29年12月13日～平成30年1月9日 企画政策課 1 1 1

健康きりしま21（第３次）（素案） 平成29年12月13日～平成30年1月9日 健康増進課 1 3 3

第2次霧島市男女共同参画計画（案） 平成30年1月19日～平成30年2月16日 企画政策課 0 0 0

霧島市すこやか支えあいプラン2018
（第８期高齢者福祉計画・

第７期介護保険事業計画)（素案）
平成30年1月19日～平成30年2月16日 長寿・障害

福祉課 5 10 2

第二次霧島市環境基本計画（案） 平成30年1月25日～平成30年2月14日 環境衛生課 0 0 0

第２次霧島市障がい者計画、
第５期障害福祉計画及び

第１期障がい児計画（素案）
平 成30年2月9日 ～ 平 成30年2月23日 長寿・障害

福祉課 4 20 3

霧島市観光総合戦略（案） 平 成30年2月16日 ～ 平 成30年3月2日 霧島PR課 1 4 4

第二次霧島市総合計画
前期基本計画（素案） 平成30年2月19日～平成30年3月13日 企画政策課 1 11 11

パブリックコメントの実施状況（平成29年度）

霧島周遊観光バス運行中
市内の主要観光地を滞在しながら巡る周遊観光バスです。
窓側の座席が回転する特殊車両で、バスに乗っている間も霧

島市の景観をゆっくりと楽しめます。家族旅行や地域の研修旅
行などにもご利用ください。
⃝�経路＝隼人駅−日当山西

せ

郷
ご

どん村−鹿児島空港−西郷公園−
塩浸温泉龍馬公園−丸尾（霧島温泉市場）−霧島神話の里公
園−霧島神宮−霧島神宮駅

⃝�運行日＝土日・祝日
⃝�便数＝各２便／１日
◦西郷どん号＝隼人駅午前９時発、霧島神宮駅午後２時発
◦りょうま号＝霧島神宮駅午前９時発、隼人駅午後１時50分発
※�鹿児島空港、丸尾バス停からも乗車できます。運行時間の詳

細などは、市ホームページをご覧ください。
⃝運賃＝１日1,100円（小学生以下は半額）
⃝予約連絡先＝鹿児島交通  ☎099（254）8970
問＝霧島PR課  ☎（64）0705

隼
人
駅

鹿
児
島
空
港

霧
島
神
宮
駅

日当山西郷どん村 西郷公園

霧島神宮

霧島神話の里公園丸尾（霧島温泉市場）塩浸温泉龍馬公園

周遊観光バス車両
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広
　
　
告

月額利用料
49,000円～

（部屋代、食事代、電気
代、洗濯代、管理費を
含みます）

広
　
　
告 国分スターレーン

霧島市国分野口北1617-1
☎0995-47-7777　℻0995-47-6400
午前９時～午後11時　年中無休

～2020年かごしま国体～
ボウリング競技は国体種目です

消防署

コスモス

スタンド

コックピット国分
ココ

SONY

６月のイベント
※小学生以下が対象

Get
詳しくはフロン

トスタッフまで

2ゲーム以上プレーして

ガチャガチャ回して

景品 ゲット

6月22日は
ボウリングの日

◀◀◀市からのお知らせ

地
熱
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

地
熱
発
電
や
地
熱
利
用
の
現
状

な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
「
地
熱
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
in
鹿
児
島
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

⃝�

日
時
＝
８
月
８
日（
水
）午
後
２

時
～
５
時

⃝�

場
所
＝
城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島

（
鹿
児
島
市
の
旧
城
山
観
光
ホ

テ
ル
）

⃝�

内
容
＝
基
調
講
演
、
ト
ー
ク

「
霧
島
国
際
音
楽
祭

き
り
し
ま
友
の
会
」会
員

ア
ジ
ア
最
大
規
模
を
誇
る
霧
島

国
際
音
楽
祭
を
支
援
し
、
音
楽
を

楽
し
め
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た

「
霧
島
国
際
音
楽
祭
き
り
し
ま
友

の
会
」
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

⃝�

主
な
会
員
特
典

◦�

音
楽
祭
期
間
中
の
コ
ン
サ
ー
ト

チ
ケ
ッ
ト
を
特
別
料
金
で
購
入

可
能

◦�

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

パ
ー
テ
ィ
の
優
先
予
約
可
能

◦�

祝
祭
管
弦
楽
団
、
フ
ァ
イ
ナ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
の
リ
ハ
ー
サ
ル
の

見
学
（
人
数
制
限
あ
り
）

◦�

霧
島
市
民
会
館
自
主
文
化
事
業

「
キ
リ
シ
マ
・
チ
ェ
ロ
・
カ
ル

テ
ッ
ト
」
の
チ
ケ
ッ
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

⃝�

年
会
費
＝
個
人
会
員
／
３
千
円
、

家
族
会
員
（
個
人
会
員
の
同
世

帯
で
２
人
目
以
降
）
／
２
千
円
、

高
校
生
以
下
／
千
円
、
法
人
会

シ
ョ
ー
、
事
例
紹
介
、
パ
ネ
ル

討
論
、
夏
休
み
地
熱
講
座
、
九

州
の
地
熱
利
用
自
治
体
の
物
産

展
、
地
熱
発
電
所
な
ど
の
見
学

会
（
８
月
９
日
実
施
。
大
霧
発

電
所
、
山
川
発
電
所
な
ど
を
予

定
）

⃝�

参
加
料
＝
無
料

※�

８
月
８
日
の
み
無
料
往
復
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
予
定
（
会
場

扌
霧
島
市
）

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

員
１
口
／
１
万
円

◎�

�問・�申
＝
霧
島
国
際
音
楽
祭
き

り
し
ま
友
の
会
事
務
局
（
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課
内
）
☎

（
64
）０
７
１
０

道
路
美
化
に
補
助
金
交
付

自
治
会
や
市
民
活
動
団
体
な
ど

に
よ
る
道
路
美
化
活
動
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
す
る
道
路
ア
ダ
プ

ト
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。
初
め

て
参
加
す
る
団
体
は
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎�

＝
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
（
ジ
ョ
グ

メ
ッ
ク
）
地
熱
開
発
課
☎
03

（
６
７
５
８
）
８
１
６
９

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
終
了

健
康
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
し

て
平
成
23
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

た
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
は
、
平

成
29
年
度
を
も
ち
ま
し
て
終
了
し

ま
し
た
。

◎�

＝
健
康
増
進
課
☎（
46
）０
９

０
５募

集

国
際
交
流
協
会
会
員

市
国
際
交
流
協
会
は
、
青
少
年

の
海
外
派
遣
事
業
や
外
国
人
と
の

ナ
ン
コ
大
会
、
レ
ガ
ッ
タ
な
ど
の

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
外
国

人
と
の
相
互
理
解
や
友
好
親
善
を

深
め
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
と
交
流
し
た
い
人
、
国

際
交
流
に
興
味
が
あ
る
人
は
一
緒

に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

⃝�

会
費（
年
額
）＝
個
人
／
５
千
円
、

法
人
／
１
万
円

◎�

�問・�申
＝
市
国
際
交
流
協
会
事
務

局
（
市
民
活
動
推
進
課
内
）
☎

（
64
）０
９
２
４

⃝�

対
象
＝
市
内
の
企
業
な
ど
の
法

人
、
地
区
自
治
公
民
館
、
自
治

会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

そ
の
ほ
か
５
人
以
上
で
構
成
す

る
団
体

⃝�

内
容
＝
市
が
定
め
た
道
路
（
国

道
、
県
道
、
市
道
）
の
区
間
で
、

次
の
取
り
組
み
が
必
要

◦�

道
路
の
草
刈
り
を
年
２
回
以
上

◦�

道
路
の
ご
み
な
ど
の
収
集
や
処

分
を
年
２
回
以
上

◦�

道
路
破
損
な
ど
の
情
報
提
供

⃝�

登
録
期
限
＝
６
月
29
日（
金
）

⃝�

補
助
額（
年
額
）

◦�

４
０
０
㍍
以
上
７
５
０
㍍
未
満

＝
３
万
円

◦�

７
５
０
㍍
以
上
１
５
０
０
㍍
未

満
＝
４
万
円

◦�

１
５
０
０
㍍
以
上
＝
５
万
円

◎�

�問・�申
＝
建
設
施
設
管
理
課
☎

（
64
）０
８
６
５

城
山
公
園
情
報

■
男
性
郷
土
料
理
教
室

⃝�

日
時
＝
６
月
10
日（
日
）午
前
９

時
30
分
～
正
午

⃝�

対
象
＝
男
性

⃝�

定
員
＝
先
着
20
人

⃝�

参
加
料
＝
３
０
０
円

◎�

�問・�申
＝
城
山
公
園
管
理
事
務

所
☎（
46
）１
５
６
１

韓
国
語
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

家
族
に
つ
い
て
韓
国
語
で
語
り

合
い
ま
し
ょ
う
。

⃝�

日
時
＝
６
月
26
日（
火
）午
後
２

時
30
分
～
３
時
30
分

⃝�

場
所
＝
国
分
公
民
館
調
理
講
義

室
⃝�

対
象
＝
市
民

⃝�

定
員
＝
先
着
15
人

⃝�

参
加
料
＝
無
料

⃝�

準
備
＝
筆
記
用
具
、
コ
ッ
プ

⃝�

申
込
方
法
＝
電
話
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

⃝�

申
込
期
限
＝
６
月
25
日（
月
）

◎�

�問・�申
＝
市
民
活
動
推
進
課
☎

（
64
）０
９
２
４

市
身
体
障
害
者
協
会
会
員

霧
島
市
内
在
住
で
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人
同
士
の

親
睦
と
自
立
更
生
の
支
援
を
目
的

と
し
た
会
で
す
。
毎
年
、
一
日
旅

行
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
加
入
を
希
望
す
る
人
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

�問・�申
＝
長
寿
・
障
害
福
祉
課

☎（
64
）０
８
５
５
、
隼
人
市
民

福
祉
課
、
各
総
合
支
所
市
民
生

活
課

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

＝問い合わせ先　 ＝申し込み先

高齢者運転に「ちゃいっぺ心
こころ

」
高齢者の運転操作ミスによる事故が多発しています。「ちゃいっ

ぺ心で補償運転」を合言葉に、安全運転に心掛けましょう。
※「ちゃいっぺ」とは

かごしま弁で「お茶一杯」。「慌てず急がず、お茶を一杯飲むくらいの余裕を
持って行動しましょう」という意味。

※補償運転とは

加齢による運転能力の低下を補うために、運転手の体の調子を整え、より安
全な時間帯や経路を選び、速度を落として運転すること。

ち ＝調子を確認しましょう！

や ＝夜間の運転は控えましょう！

い ＝今、出掛ける必要があるか考えましょう！

つ ＝常日頃、通り慣れた道を運転しましょう！

ぺ ＝ペースを守って運転しましょう！

問＝県警察本部交通企画課  ☎099（206）0110

期　日 散策内容 集合場所

6/23（土） 柳ヶ平散策路とみやまコン
セールでミニコンサート鑑賞

みやまコンセール
駐車場

8/25（土） 天降川沿い散策 嘉例川駅駐車場
9/22（土） 大浪池古道散策 大浪池駐車場

10/27（土） 和気神社・犬飼滝周辺散策 和気神社駐車場
12/ 8（土） 霧島神水峡遊歩道 霧島観光案内所駐車場

森林セラピー散策予定表  

霧島森林セラピーガイド
クラブ定期イベント 森林浴の癒やし効果に

ついて知識を持った森林
セラピーガイドが案内し
ます。

霧島の自然で癒やされ
ませんか。

⃝�時間＝午前９時30分～午
後２時

⃝参加料＝１人500円
⃝定員＝各回先着50人
⃝�準備＝弁当、飲み物、敷

物、動きやすい服装
⃝�申込方法＝開催日の２日

前までに電話（午前９時
～午後５時）

※雨天中止。

�問・�申
�ガイドクラブ
【佐藤】☎080（8953）8828、
【遠竹】☎090（2084）8129
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み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル

自
主
事
業

■
み
や
ま
音
楽
塾
受
講
生

楽
器
の
レ
ッ
ス
ン
や
、
演
奏
会

の
企
画
・
運
営
な
ど
を
学
べ
る
ほ

か
、
霧
島
国
際
音
楽
祭
に
出
演
し

て
い
る
鹿
児
島
県
出
身
の
指
揮

者
・
海
老
原
光
さ
ん
に
よ
る
特
別

講
義
を
受
講
で
き
ま
す
。

⃝�

期
間
＝
８
月
11
日
～
平
成
31
年

２
月
11
日
（
全
16
回
）

⃝�

コ
ー
ス
＝
木
管
、
金
管
、
打
楽

器
、
ピ
ア
ノ
、
声
楽

⃝�

対
象
＝
中
学
生
以
上

⃝�

定
員
＝
50
人
程
度

⃝�

受
講
料
＝
２
万
４
千
円

※�

分
割
可
。
別
途
、
合
宿
参
加
費

な
ど
が
必
要
。

⃝�

申
込
期
間
＝
６
月
１
日（
金
）～

７
月
10
日（
火
）

◎�

�問・�申
＝
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル

☎（
78
）８
０
０
０

障
が
い
者
の
就
労
技
術
を

身
に
付
け
る
講
座

パ
ソ
コ
ン
訓
練
（
ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
を
利
用
し
た
基
本
操
作
、

写
真
加
工
や
デ
ザ
イ
ン
作
成
な
ど

の
応
用
操
作
の
実
践
的
技
術
の
習

得
）、
仕
事
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

⃝�

期
間
＝
８
月
３
日（
金
）～
10
月

25
日（
木
）

※
土
日
・
祝
日
を
除
く
。

⃝�

場
所
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｅ
ワ
ー

カ
ー
ズ
鹿
児
島
加
治
木
校
（
加

治
木
町
新
生
町
１
８
７
－
１
）

⃝�

対
象
＝
障
が
い
者
手
帳
を
持
ち
、

就
職
を
目
指
す
人

⃝�
定
員
＝
７
人

⃝�
選
考
方
法
＝
面
接

⃝�

受
講
料
＝
無
料
（
別
途
、
テ
キ

ス
ト
代
４
３
２
０
円
が
必
要
）

⃝�

申
込
方
法
＝
必
要
書
類
を
最
寄

り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
提
出

⃝�

申
込
期
間
＝
６
月
11
日（
月
）～

７
月
３
日（
火
）

◎�

＝
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
☎
０
９
９
６（
44
）２
２

０
６

国
分
総
合
プ
ー
ル
情
報

■
親
子
ふ
れ
あ
い
ベ
ビ
ー
教
室

⃝�

日
時
＝
６
月
７
日
～
28
日
（
毎

週
木
曜
・
全
４
回
）
午
後
１
時

～
２
時

⃝�

対
象
＝
６
か
月
～
２
歳
の
子
ど

も
と
保
護
者

⃝�

定
員
＝
30
組
（
５
組
以
上
で
実

施
）

⃝�

受
講
料
＝
２
４
０
０
円

⃝�

受
付
＝
５
月
29
日（
火
）か
ら

◎�

�問・�申
＝
国
分
総
合
プ
ー
ル
☎

（
46
）９
４
０
０

国
分
運
動
公
園
情
報

■
や
さ
し
い
フ
ラ
ダ
ン
ス

⃝�

日
時
＝
６
月
20
日
～
７
月
11
日

（
毎
週
水
曜
・
全
４
回
）
午
前

10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
ビ
ギ
ナ
ー
ピ
ラ
テ
ィ
ス

⃝�

日
時
＝
６
月
20
日
～
７
月
11
日

（
毎
週
水
曜
・
全
４
回
）
午
前

11
時
35
分
～
午
後
０
時
35
分

【
共
通
事
項
】

⃝�

場
所
＝
国
分
武
道
館

⃝�

対
象
＝
成
人
男
女

⃝�

定
員
＝
先
着
14
人
（
５
人
以
上

で
実
施
）

⃝�
受
講
料
＝
２
４
０
０
円

⃝�
受
付
＝
６
月
６
日（
水
）か
ら

◎�
�問・�申
＝
国
分
運
動
公
園
☎（
46
）

４
３
９
８

天
降
川
地
区
共
同
利
用

施
設
自
主
講
座

■�

く
ず
ま
ん
じ
ゅ
う
講
座
（
あ
ん

こ
・
抹
茶
味
）
作
り

⃝�

日
時
＝
６
月
27
日（
水
）午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

⃝�

対
象
＝
成
人
男
女

⃝�

定
員
＝
先
着
20
人

⃝�

受
講
料
＝
１
５
０
０
円

⃝�

受
付
＝
５
月
29
日（
火
）か
ら

◎�

�問・�申
＝
天
降
川
地
区
共
同
利

用
施
設
☎（
43
）１
９
５
１

相
談

定
例
行
政
相
談

国
の
行
政
機
関
な
ど
に
対
す
る

苦
情
、
要
望
、
相
談
ご
と
を
聴
き
、

そ
の
解
決
や
実
現
を
図
り
ま
す
。

（
相
談
無
料
）

⃝�

日
時
／
場
所
／
連
絡
先

◦�

６
月
１
日（
金
）午
前
10
時
～
午

後
３
時
／
横
川
健
康
温
泉
セ
ン

タ
ー
／
横
川
総
合
支
所
地
域
振

興
課
☎（
72
）０
５
８
２

◦�

６
月
８
日（
金
）午
前
９
時
～
正

午
／
牧
園
総
合
支
所
第
５
会
議

室
／
牧
園
総
合
支
所
地
域
振
興

課
☎（
76
）２
７
０
１

◎�

＝
秘
書
広
報
課
☎（
64
）０
９

５
５

心
の
健
康
相
談

つ
ら
い
気
持
ち
を
誰
に
も
相
談

で
き
な
い
な
ど
、
心
の
悩
み
を
抱

え
て
い
ま
せ
ん
か
。
臨
床
心
理
士

が
個
別
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◀◀◀市からのお知らせ

◎�

＝
企
画
政
策
課
☎（
64
）０
９

１
４

年
金
相
談

社
会
保
険
労
務
士
が
年
金
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
老
齢
年

金
な
ど
の
請
求
手
続
き
も
で
き
ま

す
。（
相
談
無
料
）

⃝�

日
時
＝
６
月
15
日（
金
）午
前
10

時
～
午
後
３
時

⃝�

場
所
＝
国
分
公
民
館
小
研
修
室

⃝�

必
要
な
物
＝
身
分
証
明
書

※�

原
則
、
相
談
日
前
日
ま
で
の
予

約
が
必
要
で
す
。（
予
約
が
な

い
場
合
は
、
お
待
ち
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

◎�

�問・�申
＝
街
角
の
年
金
相
談
セ

ン
タ
ー
鹿
児
島
☎
０
９
９（
２

９
５
）３
３
４
８

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

労
働
者
と
事
業
主
と
の
間
に
生

じ
た
解
雇
、
雇
い
止
め
、
配
置
転

換
、
賃
下
げ
な
ど
の
解
決
方
法
に

つ
い
て
、
県
労
働
委
員
会
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
労
働
者
、
事
業
主

の
ど
ち
ら
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

（
相
談
無
料
）

⃝�

日
時
＝
毎
月
第
４
火
曜
、
午
後

２
時
30
分
～
５
時

⃝�

場
所
＝
県
労
働
委
員
会
（
県
庁

15
階
）

◎�

＝
鹿
児
島
県
労
働
委
員
会
事

務
局
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
９

４
３

障
が
い
者
相
談
員

市
が
委
嘱
し
た
障
が
い
者
相
談

員
が
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
や

知
的
に
障
害
の
あ
る
人
の
就
業
・

生
活
改
善
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

■
身
体
障
が
い
者
相
談
員

⃝�

国
分
地
区

◦�

藤
田　

滿
☎
０
９
０（
６
２
９
０
）

５
８
１
５

◦�

種
子
田
千
博
℻（
46
）８
９
６
６

◦�

愛
場
郁
夫
☎
０
９
０（
５
１
２
１
）

８
３
７
７

◦�

柳
園
勝
朗
☎（
45
）２
２
０
２

◦�

池
田
和
弘
☎（
45
）５
０
８
６

⃝�

溝
辺
地
区

◦�

岩
元
壽ひ

さ

夫お

☎（
58
）３
５
６
２

⃝�

横
川
地
区

◦�

日
高
喜き

一い
ち

☎（
72
）０
２
９
７

⃝�

牧
園
地
区

◦�

立た
ち

山や
ま

義
雄
☎（
78
）３
５
０
０

◦�

大
平
勝か

つ

保ほ

☎（
76
）０
８
５
８

⃝�

霧
島
地
区

◦�

迫
田　

治
☎（
57
）３
２
９
３

⃝�

隼
人
地
区

◦�

政つ
か
さ

季す
え

徳の
り

☎（
42
）１
６
４
７

◦�

益
山
準
一
☎（
42
）６
１
９
７

◦�

原
田　

宏
☎（
42
）３
２
３
５

◦�

南　

克か
つ

司し

☎（
43
）３
３
１
２

⃝�

福
山
地
区

◦�

國
師　

彰
☎（
56
）１
５
０
５

◦�

有
村
初
夫
☎（
56
）２
５
３
７

■
知
的
障
が
い
者
相
談
員

⃝�

国
分
・
福
山
地
区

◦�

黒
木
理
恵
子
☎（
47
）０
６
３
３

⃝�

溝
辺
・
横
川
地
区

◦�

脇
田
涼
子
☎（
72
）１
４
１
５

⃝�

牧
園
・
霧
島
地
区

◦�

外
園
國
守
☎（
78
）４
０
２
０

⃝�

隼
人
地
区

◦�

溝
口
豊
子
☎（
43
）３
０
０
８

◎�

＝
長
寿
・
障
害
福
祉
課
☎（
64
）

０
８
５
５

家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま

す
。（
相
談
無
料
・
要
予
約
）

⃝�

日
時
＝
６
月
７
日
（
木
）、
26

日（
火
）午
前
９
時
30
分
～
11
時

30
分

※
１
人
１
時
間
程
度
。

⃝�

場
所
＝
す
こ
や
か
保
健
セ
ン

タ
ー
（
隼
人
町
内
山
田
１
－
10

－
33
）

◎�

�問・�申
＝
す
こ
や
か
保
健
セ
ン

タ
ー
☎（
42
）１
１
７
８

女
性
の
た
め
の
無
料
相
談

女
性
の
相
談
員
が
悩
み
や
問
題

を
あ
な
た
と
共
に
考
え
、
問
題
解

決
へ
向
か
う
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

期日 6/9（土） 6/26（火）

時間 12：30 ～ 17：00 13：30 ～ 16：30

場所 市働く女性の家
（国分中央3-43-10）

隼人市民サービスセンター
（隼人町内山田1-11-11）

相談
方法

<面接相談>
要予約

☎099（254）2651
メンタルケア研究会
・コラソン

<面接相談>
<電話相談>
予約不要

電話相談の場合
☎（45）5111

対象 市内在住または市内事業所へ勤務する女性

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

＝問い合わせ先　 ＝申し込み先

◎市税等の納期のお知らせ

◎納付の際は、納付書の期別をご確認ください。
※�期別を間違えて納付すると、未納となり督促状
が届く場合があります。

科　　目 期別 納　期
固定資産税・都市計画税 １期 5/31	

(木）軽自動車税 全期

市県民税 １期 7/2	
(月）国民健康保険税 １期

広
　
　
　
告

☎0120―66―5001墓石・建築石材の設計・施工販売 墓石建立指定業者／株式会社ご縁矢

全区画バリアフリー

墓地経営／宗教法人正法寺／環第393号

駐車場から墓前へ車イスで
お参りできます

永 代 維 持
管理型霊園

（
税
込
）

⃝高齢化に伴いお墓の
　管理ができない方。
⃝あとの費用は一切不
　要です。
⃝神徒の方も
　安心です。

⃝あとの費用は一切不要です。
⃝大型犬まで各種ペットの永代供養を
　 お引き受けいたします。
⃝掃除、お花交換も、線香も毎日行います。

ファミリーマート

◆永代供養墓 195,000〜
円

◆ペット永代供養墓  完成!
小型犬・猫などの焼骨  １万円（税別）

広
　
　
　
告

霧島市民葬祭の窓口　2つの家族「想い」の専門斎場  家族葬  自宅葬  寺院葬  遺品整理

090-1194-5250
ＴＥＬ0995-45-4445

たくさんのお客様から“ありがとう”のお声をいただいております。

http://kazokusouokuribito.net/

駐
車
場
40
台 

完
備

宿
泊
可（
シ
ャ
ワ
ー
完
備
）

事
前
相
談
無
料

家族想おくりびと
家族想おくりびと公式 検索

家族想ホール新町 家族想ホール中央
（クッキー国分北店・ダイソー様近く）（旭交通・ジェルスイミング様近く）

福祉の葬儀支援
NPO法人ぬくもり9 葬儀一式

万円より
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う
ぶ
声

届
出
日
（
3
／
16
～
４
／
15
）

◎
国
分
地
区

（
出
生
児
）　　
　
　
（
届
出
者
）（
自
治
会
）

南
郷	

歩あ
ゆ
む	

和
哉	

向
花
平
田

𠮷
川	

ハ
ル	

久
美
子	

松
木
中

町
田	

咲さ
く

愛ら	

昇	

検
校
橋
団
地

竹
下	

奏か
な

真と	

魁
真	
野
口
西
第
二

井
下	

新あ
ら

大た	

光	
久
保
田

尾
田	

楓ふ
う

真ま	

聡
美	

福
島
１

橋
口	

和か
ず

仁と	

賢
一
郎	

中
立

山
本	

朱あ
か

莉り	

恵
一
郎	

東
上

八
ヶ
代	

和わ
か
な奏	

雅
司	

向
花
平
田

中
筋	

友ゆ

彩あ	

一
馬	

東
馬
場

立
石	

朝あ
さ	

生	

川
跡
西

松
尾	

翼つ
ば

冴さ	

純
也	

向
花
平
田

松
尾	

京け
い	

享	

新
町
第
８

若
松	

空く
う

吾ご	

沙
織	

府
中
中

兒
玉	

乙い
つ

輝き	

佑
季	

新
町
第
６

平
川	

大だ
い

翔と	

幸
市	

新
町
第
７

茅
原	

星せ
い

那な	

勇
太	

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
郡
田

小
田
原	

李り

た汰	

惇	

広
瀬
10

南	

晴は

　

　
れ
る	

洋
樹	

西
内
の
丸

川
畑	

結ゆ
う

翔き	

哲
郎	

駅
前

諸
橋	

陽は
る

葵あ	

詩
織	

広
瀬
10

福
永	

心こ

こ

な
々
奈	

哲
也	

松
木
西

加
藤	
叶か

な

都と	

美
結	

松
木
中

倍
盛	
陽ひ

な

向た	

慎
也	

新
町
第
５

久
保
田	

健け
ん

真し
ん	
蘭	

安
田
口

牧
瀬	

莉り

桜お	
圭
介	

福
島
３

八
重
山	

優ゆ
う

稀き	

優
太	
福
島
２

西	

倫と
も

生き	

裕
紀	

広
瀬
８

木
村	

俊し
ゅ
ん
す
け介	

静
香	

新
町
第
８

秋
山	

結ゆ
い	

大
輔	

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
郡
田

内
村	

幸こ
う

明め
い	

啓
一	

新
清
水
団
地

永
谷	

拳け
ん

志し

郎ろ
う	

広
明	

西
馬
場

◎
溝
辺
地
区

新
城	

昴す
ば
る	

準	

中
森
園

毎
原	

心み

咲さ
き	

美
鈴	

鍋
西

富
山	

葵き

陽よ	

迪
朗	

上
石
原

加
藤	

綾あ
や

翔と	

成
人	

論
地
自
治
公

◎
牧
園
地
区

森
田	

唯ゆ
い

翔と	

翔
二	

万
膳
２
区

市長交際費（４月分）
市長の交際費をお知らせします。 （単位：円）

日　付 内　　　　容 金　額

4月 8日 霧島連山夏山開き時焼酎 5,143 

4月11日 霧島調理士紹介所「翔和会」平成30年新春の
つどい・厚生労働大臣表彰受賞祝い時会費 20,000 

4月24日 宝暦治水薩摩義士顕彰奉賛会協賛金 10,000 
4月25日 海津市薩摩義士春季顕彰協賛金 20,000 
4月25日 海津市薩摩義士春季顕彰時焼酎 4,803 

４月分合計 59,946 

お
知
ら
せ

緩
和
ケ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

６
千
人
を
超
え
る
が
ん
患
者
の
緩
和
ケ
ア

に
携
わ
っ
て
き
た
京
都
大
学
大
学
院
教
授
の

田
村
恵
子
さ
ん
が
「
が
ん
と
共
に
生
き
る
人

を
支
え
る
」
と
題
し
講
演
し
ま
す
。

⃝�

日
時
＝
６
月
２
日（
土
）午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分

⃝�

場
所
＝
姶
良
市
文
化
会
館
（
加
治
木
町
木

田
５
３
４
８
－
１
８
５
）

⃝�

参
加
料
＝
無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◎�

�問・�申
＝
南
九
州
病
院
が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
☎（
62
）３
６
７
７

な
つ
か
し
の
映
画
を
観
る
会

【
６
月
の
上
映
作
品
】

◦�

７
日
＝
太
陽
の
季
節
（
１
９
５
６
年
、
86

分
）
石
原
慎
太
郎
の
短
編
小
説
を
映
画
化
。

日
本
中
で
反
響
を
呼
び
、「
太
陽
族
」
と

い
う
流
行
語
を
生
み
出
し
た
作
品
。

◦�

14
日
＝
姿
三
四
郎
（
１
９
４
３
年
、
１
２

０
分
）
黒
沢
明
監
督
作
品
。
西
洋
文
化
を

前
に
、
日
本
人
の
心
を
失
わ
な
か
っ
た

人
々
が
「
柔
道
」
を
完
成
さ
せ
て
い
く
姿

を
描
い
た
作
品
。

◦�

21
日
＝
風
の
隼
人
第
１
回
・
第
２
回
（
１

９
７
９
年
、
計
96
分
）
幕
末
の
薩
摩
藩
の

お
家
騒
動
に
巻
き
込
ま
れ
た
武
士
の
生
き

様
を
描
い
た
時
代
劇
（
全
28
回
）。
第
１

回
「
嵐
に
な
れ
！
」、
第
２
回
「
必
殺
！

復
讐
船
」。

※
28
日
は
機
器
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

◦�

時
間
＝
毎
週
木
曜
、
午
後
１
時
30
分
か
ら

（
開
場
＝
午
後
１
時
）

◦�

場
所
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
鑑
賞
室
（
無

料
）、
予
約
不
要

◦�

定
員
＝
80
人
（
入
場
制
限
あ
り
）

◎�

�問
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎（
64
）０
９
１

９

南
田　
　

敏
子　
　

84　
　

枦
田

◎
隼
人
地
区

神
園　
　

敏
夫　
　

85　
　

見
次
４

田
村　
　

テ
ル　
　

91　
　

上
小
鹿
野

中
村　
　

シ
ズ
子　

81　
　

本
町
３

德
永　
　

弘
美　
　

86　
　

原

石
神　
　

駿
介　
　

18　
　

湯
の
里

田
中　
　

郁
夫　
　

87　
　

中
央
２

本
城　
　

エ
ツ　
　

94　
　

中
道
１
の
西

西
原　
　

利
男　
　

96　
　

堂
地
西

重
滿　
　

ヒ
デ　
　

95　
　

み
ゆ
き
苑

猶
崎　
　

ヒ
サ
子　

88　
　

東
前

政
野　
　

フ
ミ
エ　

96　
　

大
津

春
　
　

哲
夫　
　

78　
　

見
次
４

川
路　
　

千
冬　
　

90　
　

中
須
東

小
原　
　

ナ
ミ　
　

98　
　

宇
都
山

鶴
ケ
野　

ミ
ヤ
子　

90　
　

平
岡
団
地

渕
脇　
　

美
智　
　

88　
　

東
前

枦
山　
　

貞
夫　
　

89　
　

中
道
２

德
田　
　

フ
ヂ
子　

88　
　

新
川
５

南
郷　
　

正
治　
　

76　
　

宇
都

◎
福
山
地
区

束
田　
　

ツ
ユ　
　

85	

下
牧
之
原

砂
田　
　

千
秋　
　

61	

砂
走

荒
田　
　

榮
一　
　

86	

上
大
廻

前
𠩤　
　

キ
ミ　
　

90	

福
地

遠
山　
　

政
弘　
　

87	

小
廻

前
𠩤　
　

テ
ル　
　

93	

福
地

淵
脇　
　

美
三　
　

85	

小
廻

松
﨑　
　

勇
吉　
　

88　
　

新
原

市
成　
　

ハ
ル
エ　

97　
　

む
つ
み
園

成
政	

陽ひ

葵ま
り	

重
樹	

高
千
穂
６
区

井
手	

彩い

桜ろ

葉は	

雄
輔	

牧
園
２
区

井
手	

心こ

望の

葉は	

雄
輔	

牧
園
２
区

谷
口	

稜り
ょ
う

太た
ろ
う郎	

大
史	

中
津
川
６
区

◎
隼
人
地
区

積
山	

凌り

空く	

忠
文	

中
道
２

岡
元	

咲さ
く

哉や	

高
志	

新
川
１

杉
安	

糸い
と	

健
太	

小
田
西

池
田	

昭あ
き

翔と	

昭
悟	

新
川
９

新
畑	

篤あ
つ

士し	

譲
士	

新
川
９

川
上	

紗さ

彩や	

将
史	

山
野
北

山
田	

莉り

里り

な奈	

賢
大	

里
下

新
堀	

愛え

ま茉	

祐
太
郎	

新
川
１

村
吉	

芽め

い萌	

政
実	

宇
都
山

山
野	

匠た
く

斗と	

慎	

中
道
１
の
西

中
村	

友ゆ
う

一ひ	

賢
一	

息
長

弥
栄	

彩さ

月つ
き	

司	

川
尻
東

福
岡	

龍り
ゅ
う

晟せ
い	

隆
介	

新
川
７

安
樂	

尚な
お

正ま
さ	

淳
一	

山
野
中

宮
里	

奏そ
う
す
け丞	

光
男	

納
屋
４

迫
田	

翔し
ょ
う
す
け将	

潤
一	

見
次
４

佐
藤	

帆ほ

高だ
か	

隆
信	

諏
訪

川
畑	

美み

桜お	

皓
司	

真
孝
２

竹
之
下	

岳が

輝く	

匠	

翔
陽
の
杜

向
井
田	

花か

音の
ん	

大
輝	

中
城
中

栗
下	

莉り

緒お	

憂
一
朗	

原

鮫
島	

暖は
る

貴き	

和
貴	

東
前

水
流
添	

颯は
や

人と	

弘
人	

新
川
８

帖
佐	

咲え

舞ま	

啓
介	

新
川
９

坪
山	

撫な
ず

菜な	

拓
路	

住
吉
団
地

平
原	

世せ

菜な	

太
一	

駅
前
１

福
永	

桜お
う

太た	

千
明	

新
川
６

◎
福
山
地
区

冨
𠮷	

悠は
る

斗と	

徳
明	

東
牧
之
原

宮
原	

優ゆ
う

空と	

靖
之	

西
牧
之
原

お
く
や
み

届
出
日
（
3
／
16
～
４
／
15
）

◎
国
分
地
区

（
氏　

名
）　　
　
　　
（
年
齢
）    （
自
治
会
）

有
村　
　

ミ
チ　
　

90　
　

上
之
段

野
瀬　
　

エ
イ
子　

88　
　

福
島
８

上
赤　
　

芳
幸　
　

80　
　

後
馬
場
西

黒
田　
　

豊
子　
　

52　
　

西
上
新

犬
童　
　

保　
　
　

88　
　

広
瀬
16

倉
永　
　

良
二　
　

60　
　

福
島
６

滿
尾　
　

真
一
郎　

57　
　

西
町

渡
辺　
　

ユ
ミ　
　

85　
　

府
中
中

黒
田　
　

澄
子　
　

86　
　

重
久

村
岡　
　

セ
ツ
コ　

76　
　

東
今
村

福
森　
　

ナ
ツ　
　

91　
　

府
中
前
東

池
田　
　

ク
ラ　
　

108　
　

下
村
東

池
之
上　

ト
シ
子　

86　
　

野
口
北

𠮷
田　
　

千
鶴
子　

86　
　

重
久

福
﨑　
　

貴
美
雄　

76　
　

馴
松

万
膳　
　

馨　
　
　

72　
　

西
内
の
丸

後
藤　
　

滿　
　
　

65　
　

福
島
団
地

鳥
丸　
　

チ
ヱ　
　

97　
　

広
瀬
１

川
前　
　

み
え
子　

70　
　

広
瀬
23

柿
木　
　

英
夫　
　

85　
　

唐
仁
東
２

柿
木
原　

功　
　
　

91　
　

辻

◎
溝
辺
地
区

山
口　
　

ス
エ
子　

91　
　

竹
山
東

古
市　
　

清
隆　
　

91　
　

森
園

末
重　
　

茂　
　
　

89　
　

論
地
岡
西

鳥
丸　
　

ゆ
み　
　

98　
　

大
王

亀
澤　
　

峰
夫　
　

86　
　

橋
ノ
口

◎
横
川
地
区

上
田
橋　

正
子　
　

77　
　

下
小
脇

坂
口　
　

イ
ク
子　

87　
　

野
坂

渋
谷　
　

ハ
ツ　
　

98　
　

下
本
町

小
丸　
　

智
子　
　

60　
　

希
望
ヶ
丘
団
地

久
保　
　

ア
キ　
　

93　
　

下
本
町

奈
良
木　

直
人　
　

93　
　

山
ノ
口

◎
牧
園
地
区

福
吉　
　

光
男　
　

82　
　

高
千
穂
３
区

小
谷　
　

正
已　
　

81　
　

牧
園
10
区

堂
園　
　

幸
一　
　

66　
　

中
津
川
３
区

福
村　
　

子　
　

88　
　

中
津
川
４
区

◎
霧
島
地
区

中
　
　

幸
雄　
　

83　
　

霧
島

岡
留　
　

シ
ヅ
ヱ　

94　
　

駅
前

上
松
瀬　

功　
　
　

91　
　

狭
名
田

古
川　
　

豊　
　
　

80　
　

待
世

濵
田　
　

善
幸　
　

65　
　

遠
見
松

※このコーナーは、出生届・死亡届提出時に掲載依頼書を出された人のみ掲載しています。
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◀

あかちゃんごたどりえほん
ぶっぶーがおー

ま
だ
見
た
こ
と
の
な
い

九
州
の
絶
景

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

行
こ
う
！

ＪＴＢパブリッシング　編
朝霧の港、たそがれの棚田、
燃え立つ紅葉。はっと目を引
くシーンやアングルで、まだ見
たことのない九州の絶景を紹
介します。

井戸 美枝　著
年金の専門家が、年金の受け
取り方や少額投資非課税制
度の活用法などを紹介し、定
年後の「お金が足りない」をズ
バリ解決します。

真保 裕一　著
世界最高のスポーツの祭典
に出るため、各種目で一心不
乱に励み、日本代表を目指す
アスリートを描く応援小説で
す。

かしわら あきお　作・絵
ぶっぶーと、車が線の上を走
ります。赤ちゃんの手に手を
添えて、言葉の音を楽しみな
がら、一緒に線をたどってい
く絵本です。

１
０
０
歳
ま
で

お
金
に
苦
労
し
な
い

定
年
夫
婦
に
な
る
！

図書館へ行こう
http://www.lib-kirishima.jp/

スマホ用 携帯用

ブックスタートとは、「絵本」と「赤ちゃんと一緒に絵本を
楽しむ体験」をプレゼントする活動です。

市では、すこやか保健センターで行われる「７〜８か月
教室」時に、絵本などを差し上げています。当日参加できな
かった人には、お近くの図書館・図書室でお渡ししますので、
健診の案内と一緒に郵送している引換券をお持ちください。
同じ絵本をお持ちの人には、替えの本も準備しています。
�問＝国分図書館  ☎（64）0918

イベント名 日　　時［対　象］ 場　所
幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木） ６月 2日（土） 10：30～11：30

国分図書館赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） ６月 4日（月） 10：30～11：00

ほるとの森おはなし会 ６月 9日（土）・23日（土） 14：30～15：00

おはなしの部屋
６月 7日（木） 16：00～16：30［幼児］
６月17日（日） 11：00～11：30［幼児･小学生］ 
７月 6日（金） 11：00～11：30［赤ちゃん］

隼人図書館

おはなしの時間（紙ふうせん） ６月17日（日） 15：30～16：30 霧島図書室

おはなし広場 ６月23日（土） 10：00～11：00 小廻地区公民館

爽年／石田衣良
小萩のかんざし／北村薫
じっと手を見る／窪美澄
ぼくときみの半径にだけ届く魔法／七月隆文
玉村警部補の巡礼／海堂尊
カズオ・イシグロの長崎／平井杏子
新しきイヴの受難／アンジェラ・カーター
いろいろ動かしながら学ぶ！プログラミング入門／
掌田津耶乃

「運気が上がる手相」のつくり方／北島禎子
自分のことだけ考える。／堀江貴文
新・江戸三百藩大全／廣済堂出版

「女子」という呪い／雨宮処凛
目がどんどんよくなる世界の名画／若桜木虔
グレイヘアという選択／主婦の友社
やっぱり、僕の姉ちゃん／益田ミリ
ぬまがさワタリのゆかいないきもの㊙図鑑／ぬまがさワタリ
ソラタとヒナタ／かんのゆうこ
たったひとつのドングリが／ローラ・Ｍ.シェーファー

l
i

b
r

a
r

y
新 刊 紹 介

絵本と遊ぼう

ブック
スタート

国分図書館

休館のお知らせ
特別整理期間のため
次の期間休館します。

◦�期間＝６月18日(月) ～ 27日(水)
※�休館中に図書の返却をする人は、図書
館の入口やお祭り広場側の外に設けて
いる返却ポストをご利用ください。

�問＝国分図書館  ☎（64）0918

広報きりしま  16広報きりしま  16

■
発

行
／

〒
899-4394 鹿

児
島

県
霧

島
市

国
分

中
央

三
丁

目
45-1　

ＴＥＬ
／

0995-45-5111㈹
 　

ＦＡＸ
／

0995-47-2522
■

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

／
U

RL http：
//w

w
w

.city-kirishim
a.jp　

■
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

／
 E-m

ail：
info@

city-kirishim
a.jp

■
編

集
／

秘
書

広
報

課
　

ＴＥＬ
／

0995-64-0955　
ＦＡＸ

／
0995-64-0934　

■
印

刷
／

㈲
国

分
新

生
社

印
刷

Kirishim
a C

ity Public Relations,Japan
2018.5.22

発
行

  V
O

L.275


